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事例から学ぶ
配合薬の重複処方に関する疑義照会の事例
■事例の内容
定期薬でタケルダ配合錠（アスピリン１００ｍｇ／ランソプラゾール１５ｍｇ）を服
用中の患者にランソプラゾールＯＤ錠１５ｍｇ「ＤＫ」が処方されたため、疑義照会
した。ランソプラゾールＯＤ錠１５ｍｇ「ＤＫ」が処方から削除になった。

■背景・要因
医師は、タケルダ配合錠がアスピリン１００ｍｇとランソプラゾール１５ｍｇの配合
薬であることを知らなかった。

■薬局が考えた改善策
新薬や配合薬が数多く発売されていく中で、今後も最新の情報を薬局の薬剤師間で共
有し、常にその情報を医師にフィードバックするように心がける。

➡この他にも事例が報告されています。

◆ 定期薬でトラムセット配合錠（トラマドール塩酸塩３７．５ｍｇ／アセトアミノフェン
３２５ｍｇ）を服用中の患者にピーエイ配合錠（アセトアミノフェン７５ｍｇ含有）が
処方された。アセトアミノフェンが重複するため疑義照会したところ、ピーエイ配合錠
がアレグラ錠６０ｍｇに変更になった。

◆ アムバロ配合錠「サンド」（バルサルタン８０ｍｇ／アムロジピンベシル酸塩５ｍｇ）
とオルメテックＯＤ錠１０ｍｇが同時に処方された。アムバロ配合錠「サンド」はアン
ジオテンシンⅡ受容体拮抗薬のバルサルタンを含有する配合薬であり、オルメテックＯ
Ｄ錠１０ｍｇもアンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬であるため疑義照会した。オルメテッ
クＯＤ錠１０ｍｇが処方から削除になった。

◆ 患者は以前よりテネリア錠２０ｍｇを服用していた。今回、検査値が悪化したため、医
師より薬を増やすと聞いており、テネリア錠２０ｍｇとカナリア配合錠（テネリグリプ
チン臭化水素酸塩水和物２０ｍｇ／カナグリフロジン水和物１００ｍｇ）が処方された。
カナリア配合錠にはテネリア錠２０ｍｇと同一成分であるテネリグリプチン臭化水素酸
塩水和物が含まれるため、疑義照会した。テネリア錠２０ｍｇが処方から削除になった。



➡外用薬の事例も報告されています。

◆	ウルティブロ吸入用カプセルを使用中の患者に、今回初めてレルベア１００エリプタ
３０吸入用が追加になった。処方箋監査の際に、ウルティブロ吸入用カプセルはＬＡＭＡ	
／ＬＡＢＡであり、レルベア１００エリプタ３０吸入用はＩＣＳ／ＬＡＢＡであること
から、ＬＡＢＡが重複していることに気がついた。疑義照会したところ、レルベア
１００エリプタ３０吸入用が吸入ステロイド薬のフルタイド１００ディスカス（ＩＣＳ）
に変更になった。

医薬品名 薬効 成分名

ウルティブロ
吸入用カプセル ＬＡＭＡ／ＬＡＢＡ※１ グリコピロニウム臭化物／インダカテロール

レルベア１００
エリプタ３０吸入用 ＩＣＳ／ＬＡＢＡ※２ フルチカゾンフランカルボン酸エステル／	

ビランテロールトリフェニル酢酸塩
※１　ＬＡＭＡ／ＬＡＢＡ：長時間作用性抗コリン薬／長時間作用性β２刺激薬
※２　ＩＣＳ／ＬＡＢＡ：吸入ステロイド薬／長時間作用性β２刺激薬

ポイント

●	配合薬が新たに処方された場合、もしくは配合薬を以前から服用している患者に新た
に薬剤が追加になった場合には、配合薬に含まれる成分との重複の有無や相互作用、
併用時の注意事項について確認が必要である。

●	患者の服薬情報を一元的・継続的に把握し、配合薬も含め患者が服用する薬剤の成分
や薬効の重複を防ぐことは薬剤師の重要な業務である。

●	吸入薬の配合薬であるＩＣＳ／ＬＡＢＡは、薬剤によって効能・効果に違いがある。
そのため、配合薬の重複処方に対し疑義照会を行う際は、適応症の違いも考慮するこ
とが重要である。

公益財団法人　日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部
薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町1-4-17 東洋ビル　電話：03-5217-0281（直通）　FAX：03-5217-0253（直通）
http://www.yakkyoku-hiyar i . jcqhc.or. jp/




